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iz一
蹴
間
後
の
吟
泌
総
僚
を
終
え
た
埠
代
的
な
総

縁
保
育
閣
は
、
昨
年
八
月
に
改
築
工
~
殺
を
間
開
始
後
、
チ
州
代
滋
公
開
問

内
の
プ
レ
ハ
プ
施
設

刊
川
誕
丹
、
‘

O

L誠一一

n
g
J
q

，

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
三
月
に
こ
の
保
育
園
が
完
成
し
、
チ
ピ
ヴ
子
た
ち
が
、
元
気

同
開
併
に
ヱ
ホ
へ
が
こ
ら
さ
れ
、
柏
村
に
、
，
一
階
に
は
、
閉
山
崎
減
免
と
五
時
域

に
楽
し
く
保
育
を
受
け
て
い
ま
す

見
の
年
長
め
幼
児
を
絞
容
し
、
必
作
品
吊
照
ス
ベ
り
お
や
階
段
を
設
け
、

非
常
時
に
そ
な
え
、
乳
児
宗
を
一
階
に
設
置
す
る
と
い
う
新
し
い

』
の
施
設
は
、
工
事

費
約
七
千
万
円

こ
こ
ろ
み
が
実
茨
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
戯
室
を
」
室
設
け
た
の
も
公
立
の
保
育
問
問
で
は

ぬ
ず
ら
し
い
こ
と
で
す
。

幼
児
の
収
容
定
数
は
百
五
十
名
で
す
が
多
数

の
た
め
収
谷
し
き
れ
ず
、
た
い
へ
ん
ご
途

惑
を
か
け
て
お
り

a

ま
す
が
、
今
後
も
録

制
防
総
数
を
悩
哨
し
、
仲
間
夜
間
た
榔
燃
の
港
民

に
つ
と
め
、
総
祉
の
向
上
を
織
し

て
ま
い
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強書官一小のま韓祭校禽兜成
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翌童約裳などの終草語教家2療を殺害義しま Lた。
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組;濁総会中・ニ小iこプール完成

子 rもたちの体力的向上的ために、担華北合中と

員自ニニノトiこブール安建設しました。

まな、市民プ…んには児支ブ…Jレも絞け、幼児

の水泳もで葬るようになりましたe プール内総数

は、…校一プール重量税をめぢしています a手〉
時
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自
で
み
る

陽
線
総
務
臨
閣
が
大
き
く
な
号
ま
し
た

捻
期
障
問
地
帯
品
町
議
員
を
は
か
る
た
め
、
工
務
後
七
千
万
円
密

投
入

t
、
媛
一
湾
総
綴
も
整
え
た
波
代
仙
切
な
峠
括
払
協
に
か
わ
り

ま
し
記
@

絞
官
官
定
数

灘
五
十
名

争

援
ハ
然
融
問
途
時
掛
を
器
時
欄
淵

崎
市
鵠
問
ふ
ム
柿
崎
市
紘
一
関
談
穫
池
内
に
録
文
時
代
前
蜘
倒
的
…
集
落
が
そ
の
ま

ま
山
山
湖
刊
し
ま
し
た
。

仲
間
居
訟
が
約
三
十
一
戸
、
総
点
開
問
機
も
そ
の
媛
滋
に
鮎
航
海
し
て
い
ま
す
。

建議
制カーブミラーなどき誌

i最安念施設密室笠祭

題老人様後センタ… 鵬

繍身体不自慰!怠複数施設産量殺を驚工

お年害警のヘ、こいのま発令老人綴主主センターは、中

毒李総先に本年完成をめざして3こ療を急いて'います。

ニ的中には軍主体コド鹿児を望芝生するための設備も

そをえて福祉肉iニにつとめます。

機
天
平
山
れ
常
務
水
路
発
成

汚
水
処
縫
と
と
も
に
家
康
縫
水
か
ら
紡
ぐ
た
め
、
六
千
開
問
富
岡
万
m門

を
投
入
し
排
水
絡
を
紙
銭
。

錫挙事電沼i筑波下水道事事義違憲む

事量産策担金 9，200nl弓ほr支出し、汚水何

者寄生釣処理主による手総1自の事事稔を魚、いでいる。
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環
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衛
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消
毒
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諸
情
偶
揮
を
行
な
い
ま
す
。

こ
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総
滅
ご
と
に
…
斉

仁
実
施
し
て
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そ
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蹴
棋
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上
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も
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お
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し
ま
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掛
拠
榔
棋
で
蹴
開
魚
釣
な
日
常
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
ハ
エ
や
蚊

な
ど
の
審
由
民
を
機
械
叫
し
金
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
は
、
表
的
と
お
り
舎
一
織
を

あ
げ
て
、
ハ
エ
や
絞
め
綴
脇
陣
と
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中
期
は
、
臨
脱
縫
跡
地
緩
め
拡
大
と

近
代
化
を
捻
滋
し
、
曲
職
業
後
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
醐
脱
時
識
を

暗
闘
む
方
に
、
資
金
を
繁
品
目
け
し
福

利
子
被
給
し
ま
す
“

wv
脳醐榔県議開問

中
市
内
的
蝉
融
業
協
凋
組
合

曹鵬概臨
R
A
W
棚概晴雄輔聞

川
出
鞠
輸
品
議
機
械
糊
線
機
入
資
金

r
M
r且
十
万
m円

仙

W
畜
産
振
興
資
念
ス
務
官
H
m
n

邸
施
設
国
議
事
A
A
車
二
務
万

川
刷
こ
め
は
か
素
直
試
が
終
に
議

と
総
め
る
資
金百

五
十
万
円

輔砲欝

&幽r; 議
軍創刊柑棋

士
開
発
と
滋
邸
周
拙
問
附
聞
と
に
お
い

て
定
め
た
利
郎

甲
掛
間
違

五
年
以
内
字
減
均
等
払
い

ま

す

軍
制
明
子
機
品
開

各
年
米
山
間
四
瑚
嚇
叫
ん
滅
的
認
パ

i

〈
脱
税
措
間
後
終
譲
)

中
小
金
築
資
金

ι

融
資
が
大
離
に
改
善

常
市
川
伸
、
中
小
企
業
を
経
営
き

れ
て
い
る
ガ
に
、
経
営
の
安
定

一
と
世
間
醐
刊
を
問
問
る
た
め
、
資
金
を

融
資
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
次
の
と
お
号
制
闘
交
出
向
後
を
改

轡
い
た
し
ま
し
た
.

V
掛
端
叩
且
占
踊

川W
巡
都
私
邸
前
余

i
貸
付
金
額
去
十

一nm円
以
内
を
百
万
円
以
内
に

間
引
き
上
げ
。

同
W
緋
酷
僚
出
民
金
|
惜
肉
付
金
銭
苔
万

問
以
内
を
一
…
務
官
M
間
以
内
に

引
き
上
げ
。

悌
此
品
刊
紙
側
間
二
十
四
カ
月
末
殺

を
}

e

一
一
十
六
カ
月
土
木
満
に
延
長
.

紛
利
子
補
品
開

こ
の
資
金
制
問
資
金
受
け
た
方

に
は
、
幅
十
三
パ
!
セ
ン
ト
以

内
的
利
子
議
総
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
借
入
制
期
間
間
一
を
胤
耽
溺

し
た
制
期
総
に
係
る
利
子
に
つ

い
て
の
議
給
は
し
ま
せ
ん
‘

利
子
被
肱
略
的
交
付
申
請
な
ど

に
つ
い
て
は
、
蹴
軌
慎
開
櫨
揖
臨
刊
細
部
へ
。

(
定
)
八
二
|
…
一
五
一

出
内
線
ニ
八

家
腿
・
学
校
・
社
会
を
む
ず
ぶ

生
活
障
教
宵
撰

各
年
代
!
を
つ
な
ぎ
、
放
鋭
的

あ
り
方
を
考
え
あ
う
経
示
会
を

次
め
と
お
守
行
な
い
ま
す

6

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

智
凝

ω

一郡山内線

①
乳
幼
児
と
共
に
あ
る
生
活

②
小
学
生
め
い
る
常
事
媛

@
壮
年
を
ゑ
き
る

④
老
与
を
ゑ
き
る

③
家
昨
躍
と
録
済
致
活

疑
一
帯
碍
ほ
か
、

4
T
づ
〈
約
ソ

パ
ン
持
議
回
開
な
ど
も
行
者
い

ま
す
。

曹
剣
臨
時
五
月
十
ム
ハ
U

M

(

本
)

か
ら
十
九
口
M

{

門
口
〉
ま
で

午
前
十
時
時
か
ら
午
後
鶴
湾

V
会
場
松
一
…
問
中
期
制
開
会
館

V
入
場
料
一
尚
一
否
問

曲
創
世
知
券
段
、
…
絞
一
一
凶
悶
双

十
問
、
学
生
(
中
学
時
中
以
上
〉

二
一
お
照
明
、
す
。

小
時
十
銭
以
下
H
M
無
料
で
す
。

V
傘
鍬
紛
糾
F
骨
A
A
円
余

曹
後
揚
子
棋
無
数
数
噛
持
祭
賞
会

我
様
子
・
凱
知
一
ぞ
総
会
柵
巾
ヤ

鎌
ヶ
替
の
券
市
教
葬
祭
悶
刷
会

甲
賂
合
せ
友
の
会
我
孫
子
総

U

位
品
構
竜
子
(
八
一
一

i
訂以ハ

丸
一
ヰ
)

(
教
育
委
員
会
)

曲
品
世
画
な
本
を
皆
さ
ん
に
制
判
削
刑

し
て
ふ
た
だ
く
た
め
、
子
議
以

移
動
総
務
鈴
(
U
か

q
号
2
・
g

が
ぬ
判
河
知
子
に
ま
い

9
ま
す
。
然

科
で
す
の
で
ご
利
用
下
き
い
。

ステ町会'3ンt;

青山台

あらi与野

け
し
の
花
申
れ
て
酬
明
る
き
樹
博
町
駅

椋
繍
咲
く
や
畿
終
舟
が
泌
す
わ
だ
か
ま
り

議
流
れ
泰
山
凶
本
的
花
H
V

ら
く

パ
ラ
深
紅
母
と
娘
ひ

K
H解
け
合
え
ず

幾
絞
っ
て
心
た
の
し
〈
畿
に
ぬ
う

純
明
白
締
ま
さ
ナ
ス
旬
『
、

小
曲
掛
…
人
f

柚附戸

川
内
又
釦
刊
チ

/
I
L

小
川
醐
開
予

松

村

ゆ

き

寸

評

染

谷

築

地

龍

必
殺
蹴
れ
L

内
勾
、
品
官
官
の
毅
と
泰
山
水
内
総
的
-
光
が

笈
に
中
島
河
内
綴
を
開
明
る
く
が
ら
い
て
〈
れ
る
a

最
後
円
旬
、
幾
へ
と
、
掛
祉
を
つ
め
る
務
懇
な
る
心
.

四

v
滋
ゃ
北
小

学
校
制
制

立
百
年

式
典
協

賛
品
掛
か

ら
湖
北

小
学
柏
慌

の
鈴
骨
骨
充
実
貨
と
し
て
次
の
と

お
号
線
紛
念
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
品
品
向
に
そ
い
、
有

効
に
使
紛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

6

金
百
三
十
六
万
七
千
双
山
悶
五

十
五
開
門
滋

wv
家
必
期
間
事
株
式
会
社
か
ら
十

万
閉
門
隔
制
中
沼
の
岡
山
惑
が
響
機
器

れ
ま
し
た
@

山
市
央
公
民
柏
崎
町
京
北
文
療
に

お
寄
的
、
泌
総
的
み
な
さ
ん

に
統
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
e

言葉ヰ主張さ

附間
u
月
五
日
付
で
次
め
と
お
り

行
数
制
組
織
を
改
革
し
ま
し
た
a

o
線
市
絞
殺
公
社
・
土
拍
地
醐
開
発

公
社
線
維
抑
制
植
樹
帯
滋
井
真
己

O
士
本
課
長
ふ
み
削
間
縁
者

(問問
T

ム
家
油
関
山
時
総
〉

。
古
山
変
緩
き
ん
愛
媛
火
紺
削
機

縁組
税
機
改
革
問
理
由
聞
は
、
や
み
総

務
制
期
的
滋
刻
化
に
対
M

惜
し
、
公

共
燥
地
織
保
の
た
め
に
、
之
総

間
開
発
公
校
全
都
相
殺
し
て
、
従
来

的
都
市
総
数
公
枝
と
と
も
に
運

営
し
て
い
事
ま
す
。

京
市
民
を
総
事
ん
し
‘
市
民
的

み
な
さ
ん
に
臨
時
土
的
膝
由
民
を
よ

り
耳
鳴
解
し
て
い
た
だ
き
、
後
殺

に
よ
号
よ
い
形
で
引
き
織
ぐ
た

め
に
、
術
史
醐
輔
さ
ん
憲
一
を
思
滞
緩

し
ま
し
た
.

文
諜
だ
よ
り

柿
的
楽
町
昨
明
善
後
り
た
る
庭
備
に

齢制
W
V

る
い
、
く
ら
か
回
開
だ
ち
来
ワ
ぬ

小
綬
鶏
丹
後
み
い
し
拍
廿
的
箪
む
ら
も

家
建
ち
て
導
的
資
も
魯
こ
え
ず

滋
療
を
逃
へ
て
我
に
附
円
も
会
し

小
鳥
に
鮮
を
与
へ
つ
つ
制
部
ふ

税
制
問
に
線
香
の
渥
た
だ
よ
へ
る

世
略
的
別
に
亡
き
人
的
年
を
数
へ
り

こ
の
仲
崎
善
髄
聞
は
筑
波
大
学
に
通
ヒ
る
と

教
へ
し
殺
も
滋
き
た

q
(土
滅
)

匂歩

の

的

滋

拙

射

に

す

核

関

昂

的

綴

ま

で

絞

る

制

悦

同

制

=

い

ま

方

れ

総

開

月

Z

な

湾

総

明

地

約

百

唱

行

4

る

が

也

聞

が

捕

か

後

一

〈

布

抑

制

抑

制

川

村

叫

ん

T

B
ノ

て

公

ぴ

品

約

問

と

ら

y

れ

、

よ

同

月

間

の

)

か

セ

き

議

主

4

m

次

余

分

続

出

饗

税

、

一

一

。
(
叩
抑
制
酬
同
情
的
漆

9

一一

は
い
日
時
吋

e

に

然

変

娘

一

一

収

き

れ

古

島

守

盛

山

淡

援

に

周

一

微
だ
同
月
前
臨
問
問
閥
る
綴
分

E

総

く

5
午

異

常

す

、

皮

す

出

前

期

…

…

滋

廷

で

年

ま

間

的

判

判

…

…

溺

改

め

本

れ

明

ど
臨
吋
一
腕
刊
同
を
す
、
書
部

制
い
悶
H

場
第
血
剛
一
で
は
醐
湘
一
一

で
4宵
宵
占
骨
商
一
し
糊
綴
鵡
制
緩
蜘
…
悶

一

号急湿耳
a昆
品
，
豆
占
苦
謡
事
毒
奇4主委苦a主急
竃
‘
ま
象
委
革
亀
診
重
，
若
叫
主
‘
響
易
=
£
=
々
a舟W
 

見
つ
坤
狩
り
に
行
こ
う

山叫吋

事辛予.d
，
ア
樹
務
璃
し
て
A
ま
せ
ん
か
@
一
町

、L
E
7
2我
孫
子
号
い

W

4
i
i
-
一
が
機
っ
て
い
ま
す
。

ー
し
が
丘
お
然
絞
れ
い
ご
多
額
下
き
い
.

4
れ
U
と
『
曹
と
書
官
品
月
ト
一
一
日
(
日
)

-
h詫
-

潟

天

中

止

は

4~4曹
と
ニ
ろ
争
終
認
(
公

:
‘
dw

田
町
館
l
北
抽
耐
岡
帆
ま
明
h

棚悌漁網)

き
わ
や
か
な
新
絞
め
学
紛
郎
、
撃
集
合
場
所
我
滋
子
中
市
中

五
月
十
日
か
ら
十
六
自
ま
で
央
公
民
館
午
時
前
九
時
吋

は
殺
鳥
凋
瑚
閉
で
す
e

w

v

柑
肝
徽
鋼
所
北
絵
師
帆
の
予

明
会
掲
の
ゑ
よ
く
縫
に
く
る
お
で
統
午
ご
ろ
師
時
数

け
ど
、
紺
問
と
い
う
名
の
烏
か

V
拙
聞
も
品
樹
齢
封
緩
・
祭
記
具

し
ら
e

き
れ
い
な
鳩
声
は
、
で
き
れ
ば
双
綴
銚
・
附
凶
鑑

ホ
オ
'
ジ
ロ
だ
と
闘
相
う
ん
だ
け

V
慾
畿
質
殺
な
も
的
.
ゲ

れ

ど

』

タ

キ

ハ

イ

ヒ

ー

ル

川

川

市

計

可

野
鳥
へ
の
関
心
を
お
も
ち
詳
し
く
は
、
我
孫
子
脱
却
療

の
方
は
、

a隠
巨
の
が
ま
と
を
内
ず
る
会
(
会
長
渡
辺
務
総
〉

器
、
手
銀
沼
田
周
辺
の
農
を
欄
腕
後
紛
〈
八
二

)
O
五
二
…
へ

惨器用の納税 4
1劃定資産税・領I"iお針路税
国民総葬祭係倹税の第1期分です

事

906 

捕
時
事
務
窓
雄

中
酬
明
千
代

畳
間
銭
議
官
同

今

野

福

代

鈴

木

孝



ダーンレ市民カ月
さ

宙望苦!島根皇室常務青年総 i昭和百48年11丹生れ1
民弓杭149年 2持主主れJ

9.30-11.00， 13.00-15.00 
17 金 l

土
デ榔

胤普純
明感0

0
 

4
M
M
4
 

[?t伝iす主争時運動間続終予紋改札9時50分集会El 
@i 

19家 庭 の

GC心燃ごど季語袋詰1活社センタ -9.00-12.00

酔育ヲ色綴続出中降土台寺普'1'館 (0は寺田晴年11丹生れ1
1緩和胡年2月主主れj

g伺 30-11.00，13.00-15.00 

官官曹型車相談描揺をま々ンタ…{昭和時年日丹生れ}
9.30-日.00‘時点。~日.00

{資山台 10.崎一日 .30
....操出移動総掛蹄~l ;l，ら 2与野目的-13.50

i 湖北酌 10‘ 40~.11 匂 30

耐母親生幹事墨江絵市中央公災鐙 13.00--'15.00

ンター(昭和49逆手 2丹東れ}
13.00-15.0。

月
2~ 

21 

デメ ぽ録親学級~数議中央公隠童喜 1札制一 15.00

水

2八十八夜木

3憲法記念釘

土
品

5こどもの日⑮
:よと j 

22 6休 ...-.む書記ニ・と季語議開f本み

水
日
⑧ 

伊，嵩重量殺皆様寺桂言葉=都市汝i章蓄量{石俄!E.糸KK絞り)
10.00-15.00 23 信伊三三綴?昆脅予防接滋{主主主 13)持者E潟、年鈴13.00-15.00

中降k青年書室 n 7 
木

金
24 

25 

火

$営界赤十浮デ ilく

事
こと

'" 26 続r三緩混合予約接種(2回目}町議後々ンタ

13.00-15.00 
H})愛ぬ遊間金 Gr湖北会務主事場利F君主T合宅金会出湖北会't紛13.30から

@ 
出行政争醤霊童・人権擁議季語Z去三怠我孫子中央公終結

10.純一15.00
ur:::'芝議混合予雲寺主義綴(3!磁摂}ヨ宗務管年総13.00-15.00

中陣上宝奪年錯 M

27 4
H
A
 

廿
討
A 月こた

ur三機;昆会予主宰接翁(3殴毘}盟溺北内集会長奇
13.00-15.00 28 12後

火
S 審議長話会開筏孫子泳中央公災絞首i!9待tヨ

⑮ 
グ〉

29 13 宜主総混合予防接綴(3 凶闘)~緩徐々ンタ…13.関-15.00

水
市，c..jeニ'と本皇室受口湖北食文京青色前一12.梯

月

総F三三重量混合予銭安審滋(3臨(13)認綴もまセンタ
13.00 -15 .00 

木
3({J) 

火
14 

fi""rff税士院量産滋毒草山福祉センタ…・興長器移
9.30-16.00 31 

'''6ま液学級制伯 z有中炎公民総 13訓告-15.00

官事審!思栂談m 滋主台中央築話会所t昭和481手11持主主札)
9..30-11.00， 13，00-15.00 lsiiTT?水

金

出資兇総長室胡~t台中炎議会所(1I8t1詰491j'， 2 月生れ)
9.30-11.0岳町 13.00-15.00 

テ
一
一
ス
を
し
た
い
方
の
た
め
、

次
の
よ
う
に
参
加
端
的
診
畿
を
い

た
し
ま
す
。

V
輔
親
類

軟
式
縫
線
制
初
心
者
数
疫

機
災
後
球
初
心
殺
紋
閥
単

V
U
砧
時
篠
潤
期
日
務
自

午
線
ト
時
・
か
ら
十
二
時
ま
で

wv
蝿
噛
器
削
減
総
合
公
開
問
コ
ー
ト

wv
世
帯
線
人
醜
聞
各
コ
…
ト
々
引
先

耕
輔
閥
順

wv
由
申
1

副
先
教
育
委
田
崎
会
役
会

数
鳴
門
課
社
会
体
潟
村
開
電
話

八
二

j
吋
…
市
立
一
ー
内
線
二
九

一ぷ番

菅
原
飽
偶
然
人
負
加
担

(
教
務
委
関
門
会
)

16 

「伶ゐ…散の警護話事終!勾一

;策 役読書2-1151総
;湖北支所 88...2111

港北台究所 88-0828 
事~支所約 235事
事u革号以IT致議終所 82…5317
策定吉義者行政連銭長雪量2-6231 
本滋綴 88-3111総

中 5民会史豊主義2-0 515 

木

歩
け
か
け
趨
勤

踊
門
糊
噛
と
牧
場
也
智
紡
ね
て

五
持
的
♂
事
け
歩
汁
滋
動
」

者
次
め
と
お
り
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
品
世
知
瑚
く
だ
さ
い
自

w
v
u
同
時
吋
五
月
十
九
円
口
(
日
)

午
劫
前
九
時
五
十
分
待
問
機

か
の
こ
と

V
抽
構
合
禍
噛
}
蹄
我
孫
子
駅
改
札

制

v

コ
l
m
A

木
下
終
綬
4
小
林

牧
場

i
小
砂
押
紙

徒
歩
総
隊
約
十
同

曹
持
ち
品
問
弁
点
1

・
水
筒
・
糊
川

開
内

wv
巡
絡
先
手
掛
畑
山
県
歩
け
学
け

遂
級
協
会
官
官
吉
修
一
一

後
議
(
八
八
)
五
五
六
八

(
教
育
委
民
会
)

お知らせ
j 

行政機誠
人権努基礎相談

会 5f1271H月)
10時-311寺

会中央公民総

母
朝
団
学
級
を
次
の
よ
う
に
行

な
い
ま
す
的
で
、
議
液
晶
唱
は
ご

恥
皆
様
く
ど
き
い
。

曹
白
岡
崎
時
輪
開
一

i
務
問
問
水
酬
明
日

午
後
一
待
か
ら
え
時
一
二
十
分

(
月
間
関
問
附
寸
一
コ

i
ス
線
ア
)

wv
雌
暗
所
砧
柏
市
中
市
穴
公
開
民
館

胃

vu対
怒
川
知
M
蹴
硝
柑

軍
臓
部
品
刊
第
一
・
京
総
U
T正
午
か

ら
十
二
腕
時
五
十
分
ま
で
会
場

に
で
受
付
し
、
肱
滞
緩
み
ハ
十
名

で
し
め
切
り
ま
す
e

(

し
め

切
り
後
的
申
込
者
は
竣
河
受

講
者
と
金
り
ま
す
。
)

V
持
、
物
母
子
必
ず
制
限
・
鐙
認

問
問
忌
ハ
・
崎
質
問
刷
(
テ
キ
ス
ト
教

禁
殺
況
百
円
)
品
制
緩
帥
問
所

方紛終れ 十 〈 ま 幸主千を主妾垂‘ 絡でた二だすチ第卸『
l前ず月き 11 一 等 霊

訟の人口 はて後均三 E絞喜{まぃ干n ァ弱Eヨ 品揮.. 

午1圭 41iH皐i十 。 め 次 ‘
要約114百年4丹 1設現主忘 年 、 て的破長!苓乱の 妥当「

二二以 l:t日 内 在 百 予
3時 3U21人(約丹主主235人増) 1-;;;簿 上 、ま時華闘日1 2も7お 日 払初』

ラ {呆 i 袋線で りのせ'
女 34.281人( ， 322Al普) 告書三 道主総にト お 1金子字災き 童議話量

蓄率絡。 し・主主八 受i? ， E十 68，408人( ， 557人的) たこえま年 い ジ

教務数19.1141量努( '161'世帯2語}

会 場 L，2綴目 3 綴 喜|

311的人工l動態
都;す年館 5月7日 5月27日

男 1;::計
中峠 k青年線 ! 5丹7日 5見278

治生 69人 55人 124人

絞人 583人 653入 1236人
詩書iと台中央線全焼 5月8百 5月28B

ret: 7人 13人総人 福祉センタ I 5例日 5丹鈎日

転技1 410人 313A 183人 ， 5丹10詩 51130話

笑瀬でJ.I:.~まれ漉るよいそ子に議どあげて

907 




